
衆
議
院
議
員

、
参
議
院
議
員

地
方
公
共

固
体

の
議
會

の
議

員
及
び
長
、
並
び

に
教
育
委

一
、
ど
ん
な
選
擧
に
用

い
ら
れ
る
か

市
（
町
村
）
選
拳
管
理
委
員

會
が
職
権
に
よ
つ
て
調
製
い

た
し
ま
す
。

一
、
名
簿
の
調
製
義
務

者
は

も
の
に
す

る
た
め
に
は
皆
様

の

御
協
力

に
ま
つ
と
こ
ろ
が
誠

に

大
な

る
も

の
で
あ
る
と
申
せ
ま

せ
う

。
で

は
こ
の
基
本
選
擧
人

名
簿

は
誰

が
調
製
す
る
の
か
、

又
ど
の
様
な
條
件
の
者
が
登
録

さ
れ

る
の
か
、
又
登
録
さ
れ
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
少

し
く
記
し
て
み
ま
せ
う
。

一
、
基
本
選
擧
人
名
簿
と
は

毎
年

九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
さ
れ
ま
す
名
簿
で

あ
り
ま

し
て
別
に
定
時
名
簿

と
も
い

わ
れ
て

お
り
ま
す
。

選
擧
人
名
簿

を
完
全
な

各
種
選
擧
の
選
擧
権
は
投
票

に
よ
り
ま
し
て
具
体
的
に
實
現

さ
れ

る
も

の
で
あ
り
ま
す
こ
と

は
當
然
で

あ
り
ま
す
が
、
い
く

ら
選
擧
權
が
あ
り
ま
し
て
も
先

づ
選
擧
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が

で
き

ま
せ
ん
。
選
擧
人
名
簿

は

こ
の
様

に
極

め
て
重
要
な
も

の

で

あ
り

ま
す

か
ら
名
簿
調

製
に

當
る
選
擧
管
理
委
員
會
は
年
間

を
通
じ
有
権
者
の
動
静
を
知
悉

す
る
た
め
に
日
々
調
査
を
行
つ

て
お
り
ま
す
が
、
選
擧
人
の
實

態
把
握

は
仲
々
完
全
に
ゆ
か
な

い
も

の
で
あ
り
ま
し
て

日
夜
苦

心

を
重

ね
て

お
る

と
こ
ろ
で

あ

り
ま
す
が
、
こ
の
實
態
把
握
に

つ
き
ま
し
て

は
市
民
の
皆
様
が

移
動
先

を
完
全
に
役
所
に
屆
出

ら
れ

る
こ

と
に
よ
っ
て
容
易

と

な

る
の
で
あ
り
ま
す
。

大
切
な
基
本
選
擧
人
名
簿

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整

イ
、
國
籍
の
な
い
者
、
戸
籍

法

の
適
用

を
受
け
な
い
者

ロ
、
禁
治
産
者

ハ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
處
せ

ら

れ
そ

の
執
行

を
終
る
迄

の
者

二
、
禁

錮
以

上
の
刑
に
處
せ

ら

れ
そ

の
執
行
を
受
け
る

こ

と
が
な
く
な
る
ま
で

の

者
（
但
し
選
拳
開
係
以
外

の
一
般
犯
罪
に
よ
る
刑
の

執
行
猶
予
中

の

者

を

除

く
）

ホ
、
選
拳
犯
罪
に
よ
り
刑
に

一
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
者

員
會
の
委
員
の
選
擧
そ
の
他

直
接
請
求
に
よ
る
投
票
等

に

用

い
ま
す
。

一
、
有
効
期
間

一
年
間
、
十
二

月
二
十
日

か

ら
翌
年
十
二

月
十
九
日
ま
で

の
間

一
、
資
格
調
査
現
在
日

九
月
十
五
日

一
、
名
簿
に
登
録
せ
ら

る
べ
き

者１
選
擧
権
を
有
す
る
者

イ
、
日
本
図
民
で
あ
る
こ

と

ロ
、
年
令
滿
二
十
年
以
上
の

者Ａ
　

生
れ
た
年
の
翌
年

か

ら
計
算
し
て
二

十
年

目

の
誕
生
日
の
前

日
で
滿

二
十
年
に
な
る

Ｂ
　

年
令
計
算
の
基
準

日

本
年
十
二
月
二

十
日
に

名
簿
が
確
定
い
た
し
ま

す
の
で
昭
和

八
年

十
二

月
二
十
一
日
以
前
（
同

日
を
含
む
）

に
生
れ
た

者

ハ
、
住
所
要
件
を
滿
す
者

九
月
十
五
日
ま
で
に
本
市

内
に
三
ヶ

月
以

上
（

六
月

十
六
日
以

前
）
引
績
い
て

住
所
を
有

す
る
者
で
あ

る

こ

と
。

處
せ
ら
れ
選
拳
権
停
止
中

の
者

以

上
概
答
申
述

べ
ま
し
た

が

適
格
者
は
す

べ
て
登
載
す
る
こ

と
に
な
　
て
お
り
ま
す
が
、
万

一
登
載
洩
れ
や
誤
つ
て
登
載
し

た
場
合
を
考
慮
い
た
し
ま
し
て

十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
間
自

由
に
皆
様
方
え
縦
覧
し
て
い
た

ゞ
く
様
な
制
度
に
な
つ
て
お
り

ま
す
が
、
本
年
四
月
の
衆
参
院

議
員
選
擧
の
際
に
脱
洩
し
て
投

票
で
き
な
か
つ
た
方
々
及
市
内

間
を
移
動
さ
れ
た
方
、
又
遊
学

中
の
学
生
の
御
両
親
や
知
人
等

選
擧
権
及
び
住
所
認
定
等
に
つ

き
御
不
審
の
点
が
あ
り
ま
す
方

は
早
速
市
選
擧
管
理
委
員
會
え

御
問
合
せ
の
上
遺
憾
の
な
い
處

置
を
と
つ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
て

國
民
の
尊
い
権
利
を
生
か
し
て

下
さ
い
。

漁
民
の
皆
さ
ん

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
漁

業
調
整
委
員
會
委
員
選
擧
人
名

簿
を
作
製
い
た
し
ま
す

が
、
こ

の
名
簿
は
皆
様
も
御
承
知

の
よ

う
に
漁
民

の
民
主
化

と
漁
業
生

産
力
の
発
展
を
期
す

た
め
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
皆
様

の
代
表
で

あ
り
ま
す
。
漁
業
調
整
委
員
合

の
委
員
を
選
擧
す
る
た
め
の
非

漁
民
の
登
録
を
認
め
な
い
特
殊

な
名
簿
で
ご
ざ
い
ま
す
、
し

た

が
い
ま
し
て
選
擧
権

の
有
無

の

判
定

が
甚
だ
困
難
で

あ
り
ま
す

關
係
上
原
則
と
し
て
申
請

主
義

を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
し

か
し

申
請
等

が
な
い
場
合

の
こ

と
も

考
慮
い
た
し
ま
し
て
選
擧
管

理

委
員
會
に
於
て
職
権
で
申
請
を

補
正
す
る
こ
と
も
で
き

る
様
な

仕
組
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
然

し
乍
ら
前
に
述

べ
ま
し
た
様

に

非
漁
民
の
登
録
等

を
防
止
す

る

た
め
に
は
ど
う
し
て
も
漁
民

の

皆
様
の
御
協
力

を
願

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で

は
こ

の
漁
業
調
整
委

海
區

に
沿
う
市
（
町
村
）
選

舉
管
理
委
員
會
が
申
請
に
も

と
づ
い
て
調
製
い
た
し
ま
す

一
、
名
簿

の
有
効
期
間

一
ヶ
年
間
　

毎
年
十
二
月
二

一
、
名
簿
調
製
の
義
務

者
漁

業
者
及
漁
業
従
事
者
の
た

め
に
毎
年

九
月
十
五
日
現
在

で

調
製
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名

簿
は
普
通
行

わ
れ
る
選
擧
の

際
に
調

製
さ
れ
ま
す
補
充
選

舉
人
名
簿
は
調
製
い
た
し
ま

せ
ん
。
本
縣

に
は
三
つ
の
海

區

が
ご
ざ
い
ま
し
て
本
市
は

宮
崎
縣
中
部
海
區
漁
業
調
整

委
員
會
の
區
域
に
入
つ
て
お

り
ま
す
。

一
、
漁
業
調
整
委
員
會

選
擧
人
名
簿
と
は

員
會
委
員
選
擧
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
る

べ
き
者

は
ど
の
樣
な
篠

件
が
必
要
で
あ

る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
少
し
く
記
し
て
御

参
考
に
供
し
た
い

と
思
い
ま
す

に
住
み
よ
い
宮
崎
市
を
實
現

す
る
に
は
、
全
市
民
の
市

政

に
對

す
る
ご
協
力

が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
、
殊
に
納

税

は
市

の
発
展

を
大
き
く
左
右
す
る
の
で
す
。
若
し
納
税
が

ふ
る
わ
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
市

の
発
展
に
大
き
な
支
障

を
来
た
し
ま
す

。

た
と
え

ば
、
道
路
の
改

修
、
六
、
三
制
學
校

の
復
舊
、

衛
生
施
設

の
完
備
、
な
ど
の
仕
事

が
余
儀
な
く
停
滞
し
、

市

の
発
展

は
大
き
く
阻
害
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
殊

に
現
在
は
市
発
展
の
た
め
の
た
く
さ
ん
な
事
業
が
計
画
さ

れ
て
居

り
ま
す

か
ら
、
市

税
は
各
納
期
毎
に
完
納
し
て
下

さ
る
よ
う
一
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す

尚

今
月
は
七
日

か
ら
二

十
六
日
ま
で

を
滞
納
整
理
期
間

と
し
市
税
務
課
員

が
総
出
で

徴
収
整

理
に
當
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
の
で
未
納
の
方
は
お
そ
く
な
る
ほ
ど
、
滞
納

金
な
ど
が
か
さ
み
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す

の
で
期
間
内

に
納
入
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

。

税

務
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
市
民

の
皆
様

の

絶
大
な
る
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
最
近

納
税
成
績
が
上
昇
し
つ
ゝ
あ
り
ま
す
こ
と
は
市

政
発
展
上
大
き
な
喜
び
で

あ
り
、
深

く
感
謝

致

し
て
い
ま
す
。

當
市
が
眞
に
皆
様
の
理
想
に
副
い
、
ほ
ん
と

完
納
え
御
協
力
下
さ
い

納
税
に
明
る
い
鄕
土

十
日
か
ら
翌
年
十
二
月
十
九

日
ま
で

一
、
資
格
調
査
現
在
日

毎
年
九
月
十
五
日
現
在

一
、
申
請
薯
提
出
期
限

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま

で
六
日
間

一
、
名
簿
に
登
録
せ
ら
る
べ
き

者１
選
擧
権
を
有
す
る
も
者

イ
、
漁
業
者
又
は
漁
業
従
事

者Ａ
　
漁
業
者
（
漁
業
を
營
む
）

者
）
と
は

自
己
の
者
を
以
て
漁

業
を
營
業
と
す
る
者

単
に
そ
の
經
營
に
出

資
す
る
の
み
で
な
く
經

營
の
意
志
決
定
を
自
ら

行
い
又
は
こ
れ
に
参
與

工

費
約

六
千
万
円
で
新

築
中
で
あ
つ
た
鉄
筋
三
階

の
堂
々
た
る
モ

デ
ル
校
舎

宮
崎
小
平
校
舎

の
第
二
期

建
築
は
、
こ

の
ほ
ど
完
全

に
竣
工
し
た
。

建
坪
千
四
十
二
坪
で
普

通
教
室
二
十
一
、
特
別
敎

室
三
合
計
二
四
室
で
通
風

採
光
設
備

と
も

に
よ
く
外

観
も
近
代

的
で
九
州
一
の

モ
デ
ル
校
舎

と
い
わ
れ
て

い
る
。

九
州
一
の

モ
デ
ル
校
舍
竣
工

す

る
者

Ｂ
　

漁
業
従
事
者
（
漁
業
者

の
た
め
に
水
産
動
植
物
の

採
捕
又

は
養
殖
に
従
事
す

る
者
）漁
夫
（
海

に
出
て
直

接
採
捕
養
殖
作
業
に
従

事
す

る
者
）

漁
夫
以
外
で
採
捕
、

養
殖

を
す

る
船
に
乗
り

組
む
者
、
船
長
、
機
關

員
、
無
線
士
、
司
厨

員

給
仕
等

三
、
直
接
そ
の
船
が
採
捕

養
殖
行
爲

は
し
な
い
が

一
し
よ
に
漁
場
に
行
き

そ
れ

と
一
体
を
な
し
て

始

め
て
採
捕
、
養
殖
の

行
わ
れ
る
船

の
乗
組
員

例
え
ば
あ
ぐ
り
の
曳
船

手
船
、
運
搬
船
定
置

の

曳
船
、
母
船
式
漁
業
の

母
船
等
の
乗
組
員
（
運

搬
業
者
の
運
搬
船

、
仲

買
船

は
含
ま
な
い
）

四
、
陸
廻
り
（
お
か
ま
わ

り
）
漁
業
者
の
家
族
、
又

は

こ
れ
に
雇
わ
れ
て
漁

撈

物
の
荷
揚
、
處
理
、
漁

撈
作
業
の
準
備

た
る
網

の
し
た
て
、
延
縄
漁
業

の
餌
つ
け
、
か
つ
を
の

餌
買
い
、
漁

撈
作
業

の

始
末
た
る
漁
具

の
後
仕

石
油
コ
ン
ロ
が
最
近
流
行
し

て
い
ま
す
。
朝
の
早
い
通
勤
者

や
獨
身
者
に
は
な
か
な
か
重
寶

で
す
。
し
か
し
「
コ
ン
ロ
」
の

取
扱
が
悪
か
つ
た
り
「
コ
ン
ロ
」

の
そ
ば
に
油
類
を
置
い
た
た
め

に
、
火
事
を
起
し
た
り
、
大
火

傷
を
し
た
礼
も
相
當
に
あ
る
よ

う
に
き
い
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
ロ
」
を
御
使
用
に
な

る
と
き
は
次
の
こ
と
に
注
意
致

し
ま
し
よ
う
。

（
一
）
点
火
す
る
前
に
石
油
コ

ン
ロ
を
水
平
な
安
定
し
た
場
所

に
置
き
、
石
油
の
洩
れ
と
か
、

給
油
パ
イ
プ
火
力
調
節
な
ど
の

具
合
を
よ
く
調
べ
て
下
さ
い
。

知
ら
な
い
間
に
タ
ン
ク
や
、
パ

イ
プ
の
つ
ぎ
目
か
ら
石
油
が
も

れ
て
い
て
、
火
災
を
ひ
き
お
こ

す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

（
二
）
鍋
な
ど
の
底
に
つ
い
た

水
は
よ
く
ふ
き
と
つ
て
か
ら
掛

け
て
下
さ
い
。
も
し
水
滴
が
つ

い
て
い
た
り
し
ま
す
と
、
そ
の

た
め
に
焔
が
爆
発
的
に
燃
え
あ

石
油
コ
ン
ロ
の
使
用

注
意
が
必
要が

り
、
附
近
の
も
の
や
天
井
に

燃
え
あ
が
る
事
が
あ
り
ま
す
。

煮
こ
ぼ
れ
な
ど
で
も
同
じ
現
象

を
起
し
、
場
合
に
よ
つ
て
焔
が

一
米
以
上
に
も
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
コ

ン
ロ
の
近
く

や
附
近
の
棚
に
は
も
え
や
す
い

も

の
を
置

か
な

い
よ
う
、
ま
た

コ

ン
ロ
使
用
中

は
絶
對
に
そ
ば

を
離
れ
な
い
よ
う

に
し
て
下

さ

い
。
（
三
）
　
燃
料
は
必
ず
「
コ
ン

ロ
」
用
の
白
燈
油
を
用
い
て
下

さ
い
。

末
等
直
接
漁
撈
作
業
と

く
つ
ゝ
き
密
接
不
可
分

の
陸
上
作
業
に
従
事
す

る
者

ロ
、
一
年
に
九
十
日
以
上
漁

船
を
使
用
す
る
漁
業
を
營

み
又
は
こ
れ
に
従
事
す
る

も
の
九
十
日
と
は
、
年
の
四
分

の
一
程
度
漁
業
で
生
活
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
現
實
に
沖
に
出
た
日

數
だ
け
で
な
く
漁
具
の
手

入
等
の
準
備
作
業
、
資
材

購
入
、
漁
獲
物
の
販
賣
等

の
營
業
行
爲
の
日
も
含
む

ハ
、
本
市
に
住
所
又
は
事
業

場
を
有
す
る
こ
と
事
業
場

と
は
、
そ
こ
で
の
漁
業
の

本
拠
で
あ
り
單
に
そ
の
港

で
仕
入
、
販
賣
す
る
等
操

業
上
の
根
拠
地
で
あ
る
と

い
う
に
と
ゞ
ま
ら
ず
事
務

所
を
か
ま
え
る
等
の
客
観

的
施
設
が
あ
る
を
要
す
る

ニ
、
年
令
滿
二
十
年
以
上
の

者
Ａ
　
生
れ
た
年
の
翌
年
か
ら

計
算
し
て
二
十
年
目
の
誕

生
日
の
前
日
で
満
二
十
年

に
な
る

以
上
概
畧
選
擧
權
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
し
た
が
、
本
来
の

名
簿
で
も
つ
て
明
年
お
こ
な
わ

れ
ま
す
漁
業
調
査
委
員
會
の
委

員
の
選
擧
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

皆
樣
に
は
御
忘
れ
な
く
申
請
薯

を
提
出
下
さ
る
樣
お
願
い
し
ま

す
、
御
不
審
の
点
が
あ
り
ま
し

た
な
ら
ば
市
選
擧
管
理
委
員
會

え
御
問
合
せ
下
さ
い
。

イ
、
二
十
年
未
満
の
者

ロ
、
禁
治
産
者

ハ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
處
せ

ら
れ
そ
の
執
行

を
終

る
迄

の
者

ニ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
處
せ

ら
れ
そ
の
執
行

を
受

け
る

こ

と
が
な
く
な
る
ま
で

の

も

の
（
但
し
選
擧
關
係
以

外
の
一
般
犯
罪

に
よ
る
刑

執
行
猶
予
中

の

者

を

除

く
）

一
、
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
者

Ｂ
　
年
令
計
算
の
基
準
日
十

二
月
二
十
日

本
年
十
二
月
二
十
日
に
名

簿
が
確
定
い
た
し
ま
す
の

で
昭
和
八
年
十
二
月
二
十

一
日
以
前
（
全
日
を
含
む

）
に
生
れ
た
者

イ
、
播
種
　
八
月
下
旬
―
九

月
上
旬

ロ
、
品
種
、
京
都
三
号

ハ
、
育
苗
、
練
床
育
苗
（
二

寸
五
分
ブ
ロ
ツ
ク
）

二
、
定
植
、
本
葉
三
枚
（
三
尺

×
一
、
五
尺
）

◇
白
　
菜

イ
、
播
種
、
九
月
上
旬

ロ
、
品
種
、
貝
塚
早
生

ハ
、
育
苗
、
初
期
か
ん
そ
う

し
な
い
よ
う
灌
水
を

充
分
に
行
う
こ
と
、

酸
性
を
中
和
さ
せ
る

た
め
石
灰
を
サ
ン
布

す
る
。

二
、
定
植
　
十
一
月
上
旬

密
植
さ
い
ば
い
を
行

う
（
一
尺
×
四
寸
）

◇
た
ま
ね
ぎ

秋
の
そ
菜
園
藝

一
日
、
二
百
十
日

十

二
日
、
二
百
二
十
日

十
五
日
、
と
し

よ
り

の
日

二
十
日
　
彼

岸

二
十
二

日
、
十
五
夜

二
十
五
日
、
秋
分

の
日

９
月
の
こ
よ
み

住
宅
の
統
計
調

査
記
事
中
、

調
査
の
期
日
昭
和
二

十
九
年
九

月
一
日
と
あ
る
を
、
昭
和
二
十

八
年
九
月
一
日
に
、
ま
た
調
査

方
法
至

八
月
十
五
日

と
あ
る
を

至
九
月
十
五
日
に
訂
正
致
し
ま

す
。

住
宅
統
計
調
査

▲
貳
千
円
宝
泉
寺
婦
人
連
合

會
▲
参
百
五
拾
円
衣
類
二
二

八
点
、
タ
オ
ル
拾
九
枚
、
石

け
ん
拾
七
個
、
江
平
地
匹
婦

人
會
▲
壹
万
壹
千
七
百
七
拾

貳
円
▲
貳
千
五
百
円
小
戸
保

育
所
職
員
園
児
一
同
▲
壹
千

七
百
六
拾
円
、
衣
類
三
二
点

其
他
日
用
品
江
平
第
三
、
四

婦
人
會
▲
七
千
六
百
四
拾
九

円
▲
衣
類
九
五
点
、
民
生
館

保
育
所
▲
参
千
七
拾
六
円
、

衣
類
百
参
拾
貳
点
、
其
他
學

用
品
江
平
小
學
校
▲
七
千
五

円
和
知
川
原
区
民
一
同
▲
木

箱
拾
五
個
田
中
マ
ツ
チ
店

八

月
十
五
日
付
発
行
の
市
報

前
号

に
掲
載
致
し
ま
し
た
北
九

州
方
面
水
害
救
援
本
部
の
七
月

末

の
集
計
中
金
品
な
ら
び
に
寄

附
者

の
芳
名
に
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
の
で
次
の
通
り
訂
正

致
し

ま
す

。
寄
附
者
芳
名
の

誤
植
を
訂
正

保
安
隊
員
募
集

九
月
十
五
日
か
ら
受
付

保
安
廳
で

は
今
般
全
国
か
ら
八
千
名
の
隊
員
を
次
の
要

領
で
募
集
す

る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
な

お
詳
細
に
つ
い

て

は
後
日
発
表
し
ま
す
。

一
、
應
募
資
格
＝
昭
和
2
8
年
９
月
１
日
現
在
満
1
8
才
以
上

満
2
5才
未
満
の
（
昭
和
３
年
９
月
２

日
か
ら
昭
和

1
0年
９

月
１

日
生
れ
ま
で

の
者
）

日
本
國
に
國
籍
を
有
す
る
心
身
強
健
な
る
男
子

二
、
採
用
人
員
及
び
初
任
階
級

約
八
〇
〇
〇
名

の
予
定

初
任
階

級
は
二
等
保
査
と
す
る

三
、
志
願
受
付

＝
市
區
町
村

に
於
て
行
う
が
受
験
票

の
交

付
は
都
道
府
縣
と
募
集
担
當
部
隊
と
協
議
の
上
適

當
な
方
法

を
講

ず
る

四
、
試
　
　

験

＝
一
縣
三
ヶ
所
と
し
簡
單

な
筆
記
試
験

と

身
体
檢
査
・
面
接

を
行
う

五
、
採
否
決
定
及
び
入

隊
＝
十
二
月
下

旬
採
否
決
定

昭
和
二
十
九
年
一
月
中
旬
入
隊
の
予

定

滯納整
理 期 間
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代
議
土
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
人
々

は
、
選
擧
を
通
じ
て
次

第
に
陶
汰
さ
れ
て
い
き
ま
す

。

國
民
の
具
の
代
表
者
た
る
に

ふ
さ
わ
し
い
人

々
が
選
擧
さ
れ

る
よ
う
私
達
の
一
票
に
眞
心
こ

め
て
投
票
す

る
と
と
も
に
、
そ

の
一
票
に
は
い
つ
ま
で
も
責
任

を
も
ち
ま
し
よ
う
。

知
る
こ
と
が
出
來
な
い
な
ど
色

々
の
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
自

分

た
ち
が
選

ん
だ
議
員

の
行

い

に
つ

い
て
、
最
後
ま
で
関

心
を

も
つ
て
み
つ
め
る
こ
と
に
よ
つ

て
私
達
有
権
者

が
ひ
と
し
く

享

有
し
て
い

る
選
擧
権
の
行
使

を

始

め
て
完
全
な
も
の
に
裏
付

け

る
こ

と
に
な

る
の
で

あ
り
ま
す

皆
さ
ん

が
、
こ
の
よ
う

に
自

分
が
投
じ
た
一
票
に
つ
い
て
最

後
ま
で
責
任
を
も
つ
な
ら
ば
、

の
意
見
を
出
來
る
だ
け
採
用

す
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
か

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
市
で

は
、

有
権
者
が
集
つ
て
議
員
の
行
い

に
つ
い
て
常
に
監
視

す
る
會

を

作
つ
て
居
り
ま
す
。

例
え
ば
、
議
員

の
提
案
し

た

法
律
案
や
そ
の
趣
旨
、
そ

の
法

律
案
に
對
す
る
各
議
員

の
態
度

お
よ
び
そ
の
理
由
、
出
席
率
、

そ
の
他
議
員

の
議
會

に
お
け
る

行
爲
を
詳
細
に
調
査
し
て
、
こ

れ
を
一
般
の
住
民

に
公
表
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
わ
が
國

で
は
、
大
部
分
の
國
民
は
議
員

を
選
ん
で
も
そ

の
人
達

が
ど
の

よ
う
な
行
動

を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
殆
ん
ど
知
つ
て
い
ま

せ
ん
。

れ
は
、
こ
れ
を
知
る

機
會
に
惠
ま
れ
な
い

と
か
暇
が
な
い
た
め

こ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

次
の
点
に
特
に
注
意
し
ま
し
よ

う
。
公
約
は
履
行
さ
れ
て
い
る
か

あ
る
い
は
履
行
さ
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
か
。

正
當
な
理
由
な
く
し
て
党
籍

の
變
更
が
み
だ
り
に
行
わ
れ

て
は
い
な
い
か
。

各
種
の
法
律
の
審
議
に
際
し

て
賛
否
い
ず
れ
の
態
度
を
と

つ
た
か
。
そ
の
理
由
は
果
し

て
私
達
の
代
表
者
と
し
て
適

當
な
も
の
で
あ
つ
た
か
。

國
會
へ
熱
心
に
出
席
し
て
い

る
か
。

當
選
に
當
つ
て
、
買
収
等
の

違
反
が
な
か
つ
た
か
。

國
會
の
こ
と
に
つ
い
て
は
よ

く
國
民
に
知
ら
せ
、
國
民
の

聲
に
は
十
分
耳
を
傾
け
、
そ

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

も
し
私
達

が
選
ん
だ
代
表
者
た

ち

が
私
達
の
期
待

を
裏
切

る
よ

う
で
あ
つ
た
な
ら
ば
そ
の
行
爲

は
私
達
有
権
者
の
気
持
を
全
く

無
視
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
互

に
共
同
生
活
を
營
ん
で
い
る
私

達

の
周
囲
の
國
民

に
對
し
て
も

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で

す
か
ら
、
総
選
擧
で
私

達

が
投
じ
た
一
票

に
つ
い
て

は

最
後
ま
で
責
任

を
持
ち
、
そ
の

行
方
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ

達
の
投

じ
た
一
票

は

私
達
の
生
活

の
向
上

の
た
め
に
役

立
つ
も

私

期
待
を
果
し
て
い
る
か

私
達
の
代
表
者

四
月
の
選
擧
で
は
、
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
人
を
選
び
ま
し
た
か

私
達
の
代
表
と
し
て
、
私
達
の

こ
と
を
本
當
に
考
え
て
く
れ
る

正
し
い
人
を
選
ん
だ
で
し
よ
う

か
。
現
在
國
會
で
活
躍
し
て
い
る

代
議
士
は
、
こ
の
よ
う
な
私
達

の
希
望
と
期
待
を
荷
つ
て
選
出

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
私
た
ち
も
、
私
達
の
選
ん

だ
代
表
者
た
ち
が
、
本
當
の
公

約
ど
お
り
私
達
の
希
望
と
期
待

を
實
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て

い
る
か
ど
う
か
じ
つ
と
み
つ
め

て
み
ま
し
よ
う
。

三
日

か
ら
十
日
ま
で
一
週
間

身
体
障
害
者
の
雇
用

促
進
強
調

週
間

が
全
縣
下

に
く
り
展
げ
ら

れ
ま
す
。
職
業
安
定
所
で

は
ポ

ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
な
ど
で

″
身
体

に
障
害

の
あ
る
人
々
で
も
職
種

に
よ
つ
て
は
就
職
出
來
る
の
で

ド
シ
ド
ジ
雇
つ
て
下
さ
い
″
と

呼
び

か
け
る
ほ
か
求
人
開
拓
や

座
談
會
な
ど

が
行

わ
れ

る
こ

と

に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
事
業
主

の
方
は
不

自
由
な
身
体
障
害
者

え
温
い
心
で
職
場

を
開
放
し
て

い
た
ゞ
き
、
希
望
を
與
え
て
下

さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

業
主
の
協
力
を

お
願
い

障
害
者
に
職
を

延
岡
市
岡
富

字
多
々
良
（
古

川
地
蔵
堂
横
）
墓
地
も
市
設
公

園
墓
地
へ
改
葬
移
轉
す
る
こ
と

に
な
つ
た
の
で
、
縁
故
者
は
九

月
三
十
日
ま
で

に
延
岡
市
役
所

衛
生
課
に
届
出
で
下

さ
い
。

延
岡
市
の
多
々
良

墓
地
も

岡
山
縣
倉

敷
市
船
倉
町
字
三

本
松
南
裏

の
無
縁
墓
地
十
九
基

が
こ
ん
ど
同
市

の
都
市
計
画
街

路
擴
張
の
た
め
改
葬
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
の
で
、
縁
故
者
は

九
月
三
十
日
ま
で

に
、
倉
敷
市

長
あ
て
に
届
出
で
下

さ
い
。

延
岡
と
倉
敷

無
縁
墓
地
改
葬

は
次
の
と
お
り
で
す

。

１

、
市
民

會
館

の
設
置
を
望

む

２

、
道
路
の
整
備
な
ら
び

に

公
園
な
ど
の
て

つ
て
い
し

た
管
理
を
望
む

３

、
市
政
相

談
室
問
口

の
拡

充

４

、
定

期
的
教
養
講
座
の
設

置

５

、
市

會
議
員

と
市
民
と
の

結
び
付
き

を
望
む

（
議
員

の
報
告
會
な
ど

を
開
催
せ
よ
）
（
弘
報
係
）

規
則
正
し
い

よ
い
習
慣
を

二
学
期
始
る

兒
童
生
徒
た
ち
の
楽
し
か
つ
た

夏
休
み
も
す
ん
で
、
い
よ
い
よ

第
二
學
期
が
始
り
ま
し
た
。
市

の
敎
育
委
員
會
で
は
二
學
期
を

迎
え
て
次
の
よ
う
に
御
父
兄

の

御
協
力
を

お
願
い
し
て

い
ま
す

い
ま
ま
で
自
由
だ
つ
た
家
庭

生
活

か
ら
、
急
に
規
則
正

し
い

學
校
生
活
に
歸
つ
た
生
徒
兒
童

た
ち
の
環
境
は
大
き
な
變
化
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

も
ち
ろ
ん
學
校
で
は
そ
れ
ぞ

れ
深
い
注
意
と
指
導
を
行
う
で

し
よ
う
が
、
御
家
庭
で
の
し
つ

け
も
大
切
で
す
か
ら
、
一
日
も

早
く
規
則
正
し
い
生
活
に
歸
す

よ
う
に
つ
と
め
て
い
た
ゞ
く
と

共
に
、
秋
は
体
育
に
も
ま
た
學

習
に
も
い
ゝ
時
期
で
す
か
ら
こ

れ
ら
と
共
に
い
ゝ
習
慣
を
つ
ち

か
つ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

１

、
應
募
点
数

に
は
制
限
致
し
ま
せ
ん

２
、
應
募
圖
案
は
返
還
致
し
ま
せ
ん

３

、
版
権
を
所
有
し
て
い
る
も
の
又

は
登
録

を
受

け
た
も
の
は
應
募
す
る
こ
と
が
出
來
ま
せ
ん

４
、
應
募
圖
案
の
版
權
そ
の
他
の
權
利
は
本
會
が

取

得
致
し
ま
す

５
、
應
募
者
は
製
作
品

の
裏
面
の
一
端

に
住
所
氏

名
を
記
入
し
て

送
附
し
て
下

さ
い

６
、
圖
案
の
送
附
に
要
す
る
経
費
は
應
募
者
の
負

担
で
す

７
、
應
募
圖
案
は
到
着
後
善
良
な
る
保
管
の
任
に

當
り
ま
す

が
不
可
抗
力
に
よ
る
毀
損
又

は
滅

失
に
は
其

の
責

に
任
じ
ま
せ
ん

九
、
審
査
発
表
　
入
選
者

に
は
書
面
を
以
て
通
知
す
る

十
、
應
募
心
得

壹
等
金
參
萬
圓
　
壹
名

貳
等
金
壹
萬
圓
　
壹
名

參
等
金
五
千
圓
　
壹
名

佳
作
金
壹
千
圓
　
五
名

八
、
賞
　
金

審
査
の
結
果
優
秀
な
も
の
に
は
左
の
賞

金
を
贈
呈
す
る
。

２

、
左
の
文
字
を
適
當
に
挿
入
す
る
こ
と

南
國
宮
崎
産
業
観
光
大
博
覧
會

會
期
　
昭
和
二
十
九
年
十
月
十
五
目
―
十
二

月
五
日

會
場
　
宮
崎
市
　
宮
崎
大
學
附
近
一
帯

主
催
　

宮
崎
縣
、
宮
崎
市

、
各
市
町
村

三
、
形
　
　
状
　
縱
三
尺
五
寸
　
横
二
尺
五
寸
（
全
版
）

四
、
樣
　
　
式
　
圖
案
様
式
は
平
版
印
刷
の
原
圖
用
と
し

て
使
用
出
來
る
も
の
で
紙
質
は
強
靭
な

も
の
を
用
い

る
こ

と
。

五
、
色
　
　

彩
　

十
色
以
内

六
、
宛
　
　
先
　
宮
崎
市
別
府
町
　
縣
産
業
奨
勵
館
内

南
國
宮
崎
産
業
観
光
大
博
覧
會
事
務
局

七
、
締
　
　

切
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
日

１
、
南
國
宮
崎
に
ふ
さ
わ
し
く
且
つ
産

業
躍
進
の
宮
崎
を
表
徴
し
興
味
と

魅
力
の
あ
る
も
の

一
、
目
　
　
的
　
本
ポ
ス
タ
ー
は
南
國
宮
崎
産
業
観
光
大

博
覽
會
宣
傳
の
た
め
全
國
に
配
布
掲
示
す
る
。

二
、
圖
案
内
容

圖
案
懸
賞
募
集

博
覽
会
ポ
ス
タ
ー

テ

ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
よ

る「

市
民
の
聲
」
録
音
に
つ
い
て
は

色
々

と
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
今

回
初
め

て
市
内
神
宮
町
三
五
五
番
地

、

原
田
解
（
二
二

）
さ
ん
か
ら
申

出

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の

意
見

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
集

録

を
行
な
い
ま
し
た
。

な

お
弘
報
係
で
は
皆
さ
ん

か

ら

の
御
申
出
を
お
待
ち
し
て

お

り
ま
す
か
ら
、
電
話
、
ハ
ガ
キ

な
ど
で
ど
し
　
　

御
申
出
下

さ

い
。原
田
解
さ
ん
の
主
な
御
意
見

ど
う
ぞ
御
意
見
を

市
民
の
聲
へ

先
ず
「
ほ
う
き
」
次
に
「
雑

巾
」
で
、
は
た
き
は
や
め
ま

し
よ
う
。

六
、
患
者
の
洗
面

道
具
、
食
器

類
、
タ
オ
ル
、
下
着
類

は
他

の
人
の
分
と
一
緒
に
す

る
こ

と
を
や
め
ま
し
よ
う
。

七
、
患
者
の
き
も
の
の
洗
濯

は

家
族
の
も
の
と
は
つ
き
り
區

別
し
ま
し
よ
う
。

八
、
た
ん
つ
ぼ
を
そ
な
え
、
た

ん
を

は
き
ち
ら
す

の
を
や

め

ま
し
よ
う
。

九
、
患
者
の
た
ん
や
便
は
必
ず

消
毒
し
他
の
人
に
そ
れ
か
ら

病
氣
が
う
つ
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

十
、
乳
の
み
子

、
子
供
や
青
少

年
は
、
ば
い
き

ん
を
出
す
患

者
に
た
よ
ら

な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す

。

診
断
を
早
く
　
入
院
を
早
く

し
ま
し
よ
う
。

二
、
患
者
は
専
用
の
部
屋
に
寢

て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。
そ
れ

が
で
き
な
け
れ
ば
屏
風
や
障

子
で
部
屋
を
區
切
り
ま
し
よ

う
。
三
、
空
氣
の
よ
く
通
う
日
當
り

の
良
い
部
屋
を
病
室
に
當
て

ま
し
よ
う
。

四
、
患
者
は
自
分
の
寢
床
に
一

人
で
ね
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
五
、
患
者
の
部
屋
の
お
掃
除
は

一
、
結
核
は
必
ら
ず
治

り
ま
す

注
射
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
結
核
の
予

防
に
は
次

の
こ

と
を
必
ず
實
行
致
し
ま
し

よ
う

。

先
づ
健
康
診
斷
を

結
核
は
必
ず
治
る

一
、
受
給
者
の
戸

籍
妙
本
若

し

く
は
寄
留
簿
の
抄

本
又

は
住

民
登
録
法
に
よ
る
住
民
票

の

抄
本

を
提
示

す
る
だ
け
で

差

支
え
な
い
。

二
、
戸
籍
抄
本
等
に
は
被
選
定

人

を
含
む
受
給
者
が
、
全
員

記
載

さ
れ
て
い
る
こ

と
。

三
、
提
示
す
る

と
こ
ろ
は
現

に

遺
族
年
金
の
支
拂
を
受
け
て

い
る
支
拂
機
関
（
郵
便
局
）

で

あ
る
。

遺
族
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方

は
次
の
よ
う
に
取
扱
う
こ

と
に

な
り
ま
し
た
の
で

、
受
給
者
は

も
れ
な
く
市
厚
生
課
へ
届
出
て

下

さ
い
。

遺
族
年
金
受
給

者
は
屆
出
を

〃
　
　
（
長
十
郎
）

上
恒
久
動
馬
寄
　

田
島
鎮

〃
　
　
（
〃
　
　
）

城
ヶ
崎
　
　

川
本
　

勝
馬

気
は
肺
ば
か
り
の
病
氣
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。

結
核

は
人
体
内
で
色

々
な
道

を
通
つ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

結
核
性

の
病
巣
を
作
り
ま
す
。

あ
る
い

わ
腸
に
、
あ
る
い
は
喉

頭

に
、
ま
た
脳
膜
に
も
さ
ら
に

し

ば
し
ば
肝
臓
や
脾
臓
や
副
こ

う
丸
や
骨

に
ま
で
結
核
性

の
病

變

が
で
き

る
の
で
す
。

し

か
し
こ
の
傳
染
病
で

あ
る

結
核
は
必
ず
予
防
出
來
る
病
気

で
、
こ

の
予
防
に
は
さ
き

に
の

べ
た
通
り
、
先
づ
健
康
診
断

が

第
一
で
、
外

見
は
健
康
体
で
あ

つ
て
も
、
一
年
に
二
、
三
回
は

ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
應

を
う
け
陰

性

の
人

は
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
予
防

核

と
い
え
ば
先
ず
肺

結

核
が
考
へ
ら
れ
ま

す
が
、
結
核
性
の
病

結

評
會
を
開
催
し
ま
し
た
。

晴

の
入
賞
者

は
次
の
通
り
で

す
。
（
入
賞
者
）

優
等
賞
（
長
十
郎
）

大
塚
町
　
　

土
居
　
　

直

〃
　
　
（
菊
水
）

〃
　
　
　
　
木
下
　
靜
夫

壹
等
賞
（

長
十
郎
）

恒
　
久
　
　
恒
吉
　
忠
藏

〃
　
　
（
菊
水
）

〃
　
　
　
　
恒
吉
　
重
夫

貳
等
賞
（
長
十
郎
）

大
塚
町
　
　

土
居
　
　

優

〃
　
　
（
菊
水
）

〃
　
　
　
　
土
居
　
　
優

〃
　
　
（
長
十
郎
）

城
ヶ
崎
　
　

木
下
　

カ
ネ

〃
　
　
（
〃
　
）

〃
　
　
　
砂
地
　
義
治

参
等
賞
（
〃
　
）

〃
　
　
　
木
下
　
靜
夫

〃
　
　
（
菊
水
）

〃
　
　
　
木
下
　
茂
弘

〃
　
　
（
長
十
郎
）

恒

久
　
　
　

山
本
　
耕

吉

〃
　
　
〃

〃
　
　
　
恒
吉
　
忠
藏

〃
　
　
（
幸
藏
）

源
　
藏
　
　
多
々
良
章
三

梨
の
品
評
會

品
質
も
向
上

市

の
農
林
水

産
課
で

は
梨
の

品
質
向
上
を
圖

る
爲

に
八
月
二

十
七
日
市
廳
第
一
會
議
室
で
品

び
に
福
祉
會
が
中
心
と
な
つ
て

長
老
者
に
對
す
る
敬
愛
慰
問
、

養
老
院
、
養
護
院
で
は
慰
安
の

各
種
の
大
會
、
母
子
療
で
は
収

容
中
の
老
人
を
中
心
に
し
て
敬

愛
慰
安
の
行
事
を
實
施
、
長
老

者
に
對
す
る
慰
問
品
を
贈
り
ま

す
が
、
今
後
わ
が
國
の
家
族
関

係
は
、
民
法
戸
籍
法
に
よ
り

「
家
」
中
心
か
ら
夫
婦
中
心
に

か
わ
り
、
ま
た
社
會
の
經
濟
が

思
わ
し
く
な
い
た
め
に
道
義
が

失
わ
れ
、
民
主
主
義
の
は
き
違

え
な
ど
で
、
わ
が
國
の
美
徳
と

さ
れ
て
い
た
敬
老
思
想
が
失
わ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
國
民

運
動
と
し
て
全
國
的
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
で
す

市
で
は
今
年
も
例
年
通
り
目

下
福
祉
會
が
中
心
と
な
つ
て
、

こ
の
敬
老
週
間
中
の
も
り
た
く

さ
ん
な
行
事
計
画
に
忙
殺
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
各
學
校
、
各
施

設
各
種
團
体
に
よ
る
敬
老
の
美

し
い
催
し
と
共
に
、
家
庭
に
お

い
て
も
、
お
ぢ
い
ち
や
ん
、
お

ば
あ
ち
や
ん
に
敬
愛
を
捧
げ
ま

し
よ
う
。

十
五
日
か
ら
と
し
よ
り
の
日

ぢ
い
ち
や
ん

ば
あ
ち
や
ん

を
敬
愛
し
よ
う

老
人
福
祉

の
一
環

と
し
て
　

と
し
よ
り
の
日
　
の
週
間
運
動

が
今
年
も
昨
年
と
同
樣
九
月
十

五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
一
週

間
に
わ
た
つ
て
全
國
的
に
展
開

さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ

れ
は
、

お
互
い
に
老

人
の

人
格

を
尊
重
し
合
い
、
ま
た
廣

く
國
民
一
般
の
長
老
敬
愛
の
思

想
を
社
會
に
培
う
と
共
に
、
老

本
市
に

お
け
る
週
間
中

の
行

事

と
し
て
は
目
下
厚

生
課
な
ら

週
間
中
の
行
事

人
に
對

す
る
居
家
的
保
証
制
度

を
促
進
し
よ
う
と
い
う

の
で
あ

り
私
た
ち
は
老

人
を
慰

め
勵
ま

す

と
共
に
、
道
義
観

念
の
涵
養

に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

中
旬

風
・
雨

に
注
意

二
百
十
日
は
安
心
だ
が

八

月
の
下

旬
に
発
生
し
た
台
風
第
十
号

は
近

年
最
大

な
も

の
と
し
て
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、

幸
い
中
國
沿
岸
方
面
え
そ
れ
て
一
安
心
と
い
う

と
こ
ろ
で
す

が
、
九
月
は
稲
作
の
豊
凶

に
重
大

な
影

響
を
及

ぼ
す
の
で

″
九
月
の
台
風

″
は
農

家
に
と
つ
て
最
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
と
い

え

ま
し

よ
う

。

そ
こ
で
九
月
の
台
風
を
福
岡
管
區
氣
象
台
と

宮
崎
測
候
所

に
打
診
し
て
見
ま
し
よ
う

。

福
岡
管
區
氣
象
台

福
岡
管
區
氣
象
台
で
は
「
今
月
は
台
風
と
大
雨
の
季
節

だ
」
と
次
の
よ
う
な
見
通
し
で
す
。

雨
現
在
北
海
道
か
ら
日
本
海
北
部
と
本
邦
東
方
洋
上
に

か
け
て
根
強
い
高
氣
壓
が
あ
り
、
し
た
が
つ
て
関
東
以
北

は
例
外
的
な
涼
し
い
現
象
が
つ
ゞ
い
て
い
る
。
一
方
初
夏

の
よ
う
な
梅
雨
前
線
が
北
九
州
か
ら
中
國
を
通
り
小
さ
い

低
氣
壓
が
発
生
、
局
部
的
な
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
。
今
月

は
こ
ん
な
状
態
が
数
回
つ
づ
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
安
心
は

で
き
な
い
。

台
風
　
台
風
十
号
は
台
湾
南
部
に
停
滞
氣
味
だ
が

中
國
沿
岸
か
ら
大
陸
に
上
陸
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ち

よ
う
ど
こ
の
頃
（
五
―
六
日
）
が
沖
縄
、
九
州
の
氣
壓
が
下

る
時
で
、
大
陸
で
大
回
り
し
て
北
上
す
れ
ば
本
邦
に
向
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
五
、
六
日
以
後
に
は
二

回
位
台
風
発
生
が
考
え
ら
れ
る
の
で
秋
は
、
雨
、
風
と
も

に
注
意
が
必
要
で
す
。

宮

崎

測

候

所

雨
九
月
上
旬
は
ぐ
ず
つ
い
た
天
氣
が
多
く
上
旬
の
後

半

は
曇
勝

ち
で
す
。
中
旬

に
な

る
と
全
般
的
に
惡
く
な
り

下
旬

に
な

る
と
再

び
週
期
的
な
雨

が
多
い
で
し
ょ

う
。

氣
温
温
度
は
上
旬
の
後
半
次
第
に
下
り
ヽ
中
旬
前
半

平
年
以
下
、
下
旬
に
や
ゝ
平
年
よ
り
高
め
と
な
り
、
日
照

は
大
体
平
年
な
み

日

照

は
平
年
な
み
だ

が
、
上
旬
の
後
半
頃
少

い
見
込

み
、
下
旬

は
平
年
な
み

台

風

二
百
十
日
頃

に
は
な
い
見
込
み
だ
が
中
旬

か
ら

後
半
に
か
け
て
、
日
本
に
接
近
す
る
よ
う
な
台
風
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
の
で
注
意

を
要
す
る
。

9月の長期豫報


	page1
	page2

